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総括
質問
主な質問と答弁

12
月
定
例
会

野
崎
　
審
也 

議
員

駅
南
側
周
辺
の

自
転
車
駐
車
場
整
備

問　
平
成
24
年
3
月
ま
で
に
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
が
完
了
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
一
向
に
進

ま
な
い
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
民
部
長　
整
備
す
る
駐
車
場

に
と
め
ら
れ
て
い
る
自
転
車
を

暫
定
的
に
受
け
入
れ
る
場
所
が

必
要
な
た
め
、
現
在
そ
の
土
地

を
求
め
て
い
る
。

問　

県
道
「
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム

片
倉
　
章
博 

議
員

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

に

つ

い

て

問　
11
月
11
日
に
わ
れ
ら
が
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
Ｊ
１
昇
格
が

決
ま
っ
た
が
、
見
解
を
聞
き
た

い
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
ベ
ル

マ
ー
レ
は
こ
の
ま
ち
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
財
産
で
あ
り
、
そ

の
躍
進
は
ま
ち
の
活
性
化
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
確
実
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
が
Ｊ
１
に
定
着
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
で
き
る
限
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
Ｂ
Ｍ
Ｗ

ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
」
は
観
客
席

の
屋
根
が
少
な
い
が
、
太
陽
光

発
電
の
た
め
の
「
屋
根
貸
し
」

な
ど
も
含
め
、
改
修
の
考
え
は

あ
る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
「
屋

根
貸
し
」
や
、
過
去
に
補
助
を

受
け
て
い
る
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成

金
を
活
用
し
て
今
後
の
改
修
計

画
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

平
塚
球
場
に
つ
い
て

問　
平
塚
球
場
は
少
年
野
球
か

ら
プ
ロ
野
球
の
公
式
戦
、
夏
の

甲
子
園
の
神
奈
川
県
予
選
で
利

用
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、

現
状
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
平
塚

球
場
は
昭
和
60
年
３
月
の
開
設

か
ら
27
年
が
経
過
し
、
年
々
改

修
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
増
加

し
て
お
り
、
利
用
者
の
安
全
性

を
最
優
先
に
、
緊
急
性
も
考
慮

し
て
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

現
状
で
は
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
の

照
度
不
足
や
内
外
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
排
水
の
問
題
、
さ
ら
に
は

空
調
機
器
の
不
具
合
が
発
生
し

て
い
る
。

法
務
局
証
明
書

発

行

請

求

機

問　
法
務
局
の
「
証
明
書
発
行

請
求
機
」
の
新
庁
舎
内
へ
の
設

置
と
、
新
庁
舎
が
で
き
る
ま
で

の
措
置
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　
証
明
書
発
行
請
求

機
を
新
庁
舎
に
設
置
す
る
方
針

を
固
め
、
平
成
26
年
５
月
に
完

了
す
る
予
定
の
第
１
期
工
事
後

に
設
置
す
る
方
向
で
調
整
を
進

め
て
い
る
。
設
置
場
所
は
利
便

性
を
考
え
、
低
層
階
に
置
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
現
庁

舎
に
お
け
る
一
時
的
な
運
用
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
の

設
置
を
目
指
し
て
い
る
。

鈴
木
亜
紀
子 

議
員

障
が
い
児
の
通
学
支
援

問　
平
塚
市
で
は
ど
の
よ
う
な

通
学
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
湘
南
養

護
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
の
ほ
か
、
ヘ
ル
パ
ー
が
付

き
添
う
移
動
支
援
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
移
送
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

問　
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
通

学
支
援
の
利
用
条
件
は
何
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
家
庭
環

境
の
変
化
で
付
き
添
え
な
く

な
っ
た
場
合
や
、
訓
練
で
自
力

通
学
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
限

り
利
用
で
き
る
。
長
期
的
な
通

学
で
の
利
用
は
で
き
な
い
。

問　
移
動
支
援
を
行
う
事
業
所

に
通
学
支
援
を
行
わ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
理
由
は
何
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　

ヘ
ル

パ
ー
の
確
保
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
学
校
か
ら
事
業
所
へ
戻
る

時
間
が
費
用
に
算
定
で
き
な
い

こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

問　
本
人
の
障
が
い
と
あ
わ
せ

て
家
族
の
生
活
状
況
も
要
件
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
絶
対

に
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
利
用

で
き
な
い
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
実
際
に

問
題
に
取
り
組
む
中
で
課
題
を

確
認
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問　

事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
学
校
と
連
携
し
て
実
態
調

査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
障
が
い

者
自
立
支
援
協
議
会
こ
ど
も
部

会
で
検
討
し
、
で
き
れ
ば
実
施

し
た
い
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
見

守
り
制
度
に
取
り
組
む
予
定
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

税
務
担
当
部
長　
制
限
は
さ
れ

て
い
な
い
。

問　
で
は
、
な
ぜ
国
に
従
う
の

か
。

税
務
担
当
部
長　
名
古
屋
市
は

行
政
改
革
を
進
め
、
税
の
徴
収

率
も
高
い
の
で
、
国
に
許
可
さ

れ
た
と
考
え
る
。

問　
行
政
運
営
の
ま
ず
さ
を
理

由
に
、
ど
の
み
ち
起
債
の
許
可

が
下
り
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て

国
の
言
う
と
お
り
に
増
税
す
る

の
か
。
納
税
者
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
自
治
体
の
財
源
確
保
の

た
め
に
国
が
制
度
を
考
え
て
く

れ
た
。
そ
れ
を
安
心
・
安
全
の

確
保
の
た
め
に
使
い
た
い
。

ナ
ー
ド
」
の
歩
道
の
一
部
を
臨

時
で
利
用
で
き
な
い
か
。

市
民
部
長　
有
効
幅
員
が
３
・

５
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
れ
ば
駐

輪
場
の
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
振
興
財

団
と
も
協
力
し
て
進
め
た
い
。

問　
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の

駐
輪
場
と
し
て
の
利
用
は
、
都

市
景
観
上
問
題
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
こ
こ

は
景
観
重
点
区
域
で
あ
る
が
、一

時
的
で
あ
れ
ば
将
来
に
向
け
て

の
良
好
な
景
観
を
確
保
で
き
る

の
で
、検
討
す
る
意
味
が
あ
る
。

問　
本
市
の
総
力
を
結
集
し
、

な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
一
時

利
用
を
県
へ
申
請
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

副
市
長　
自
治
会
や
警
察
、
関

係
団
体
と
の
調
整
も
あ
る
が
、

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
県
と

の
協
議
を
検
討
し
て
い
く
。

総
合
公
園
や
本
庁
舎
の

駐
車
場
を
有
料
化

問　
公
共
施
設
の
駐
車
場
の
有

料
化
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え

方
を
伺
う
。

総
務
部
長　

目
的
外
の
利
用

や
、
混
雑
に
よ
る
周
辺
道
路
へ

の
影
響
な
ど
の
課
題
が
あ
る
総

合
公
園
や
市
庁
舎
の
駐
車
場
に

つ
い
て
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
・
不
正
利
用
防
止
・
新
た
な

収
益
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
有

料
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

問　
市
内
の
83
・
７
％
の
子
供

を
預
か
り
育
て
て
い
る
の
は
民

間
園
で
あ
る
。
民
間
の
声
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
民
間
園

と
の
役
割
分
担
を
含
め
、
平
成

25
年
度
に
関
係
者
・
有
識
者
の

意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問　
公
立
幼
稚
園
は
廃
園
、
保

育
園
は
削
減
し
、
財
源
を
民
間

園
の
活
力
に
生
か
す
考
え
は
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
財
源
が

確
保
で
き
た
ら
、
幼
児
教
育
や

子
育
て
支
援
水
準
の
向
上
へ
生

か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

江
口
　
友
子 

議
員

市
民
税
の
増
税

市
長
の
見
解
を
問
う

問　
今
回
の
増
税
案
は
、
国
が

臨
時
特
例
法
で
標
準
税
率
を
年

間
５
０
０
円
引
き
上
げ
た
こ
と

を
受
け
た
も
の
だ
が
、
標
準
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
必
ず

増
税
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

税
務
担
当
部
長　
標
準
税
率
と

は
通
常
従
う
べ
き
税
率
で
、
国

家
の
政
策
の
一
貫
性
を
損
な
わ

な
い
た
め
に
も
条
例
改
正
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問　
増
税
に
よ
る
平
塚
市
民
へ

の
影
響
は
。

税
務
担
当
部
長　
対
象
者
は
約

12
万
人
で
、
一
人
当
た
り
年
５

０
０
円
の
加
算
に
よ
っ
て
１
年

間
で
約
６
０
０
０
万
円
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
。
平
成
26
年
度

か
ら
10
年
間
増
税
す
る
。

問　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
目
的
に
し
た
法
律
を
受
け

た
も
の
な
の
に
、
な
ぜ
平
塚
市

が
増
税
し
、
本
市
の
防
災
対
策

に
使
お
う
と
す
る
の
か
。

税
務
担
当
部
長　
こ
れ
は
使
途

を
被
災
地
の
復
興
に
限
定
し
た

も
の
で
は
な
い
。
本
市
で
は
増

税
分
を
防
災
事
業
の
借
金
返
済

の
一
部
に
充
て
た
い
。

増
税
せ
ず
と
も
適
法

増
税
の
積
極
的
理
由
は

問　
増
税
せ
ず
と
も
違
法
で
は

な
く
、
防
災
事
業
は
予
定
ど
お

り
進
め
る
と
の
答
弁
も
あ
っ

た
。
増
税
の
積
極
的
な
理
由
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。

税
務
担
当
部
長　
標
準
税
率
の

引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
増
税
し

な
い
と
、
地
方
債
を
起
こ
す
際

に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

現
在
標
準
税
率
を
下
回
っ
て
い

る
の
は
愛
知
県
名
古
屋
市
と
沖

縄
県
金
武
町
だ
け
で
あ
る
。

問　
名
古
屋
市
は
実
際
に
起
債

を
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か
。

高
橋
　
紀
英 

議
員

平
成
26
年
度
に

住
民
税
を
増
税

問　
市
税
条
例
が
改
正
さ
れ
、

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、
市

民
税
の
均
等
割
が
５
０
０
円
増

税
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
１

年
も
先
の
平
成
26
年
度
の
課
税

に
関
す
る
改
正
を
、
な
ぜ
平
成

25
年
１
月
１
日
ま
で
に
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
法
的

な
根
拠
は
あ
る
の
か
。

税
務
担
当
部
長　
い
つ
ま
で
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
根
拠
と

な
る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
時
ま

で
に
改
正
す
れ
ば
よ
い
も
の
だ

が
、
一
般
的
に
は
法
律
の
制
定

後
、
速
や
か
に
条
例
を
改
正
す

る
。
今
回
は
市
民
に
対
す
る
Ｐ

Ｒ
に
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
、

12
月
定
例
会
に
提
案
し
た
。

問　

平
成
26
年
度
の
市
民
税

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点

の
状
況
で
課
税
す
る
の
で
は
な

い
の
か
。
仮
に
来
年
12
月
に
条

例
改
正
を
し
て
も
、
納
税
通
知

書
が
市
民
に
届
く
６
月
ま
で
半

年
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
住

民
税
の
増
税
の
目
的
に
「
緊
急

に
実
施
す
る
防
災
施
策
に
要
す

る
財
源
を
確
保
す
る
」
と
あ
る

が
、昨
年
の
大
震
災
を
受
け
て
、

平
塚
市
は
ど
の
よ
う
な
防
災
対

策
を
と
っ
た
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
東
日
本

大
震
災
の
後
、
緊
急
に
対
応
し

た
も
の
は
、
津
波
避
難
ビ
ル
の

指
定
や
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
と
全
戸
配
布
、
聞
こ
え

に
く
い
防
災
無
線
放
送
を
補
完

す
る
た
め
の
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

の
導
入
、
関
係
機
関
へ
の
防
災

ラ
ジ
オ
の
配
布
、
通
信
網
を
確

保
す
る
た
め
の
無
線
の
拡
充
、

避
難
所
へ
の
防
災
倉
庫
の
増
設

や
備
蓄
品
の
拡
充
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
新
た
に
22
件
の
災

害
時
応
援
協
定
も
結
ん
だ
。

問　
い
ま
防
災
危
機
管
理
部
長

が
答
弁
し
た
こ
と
が
、
緊
急
に

実
施
す
る
防
災
対
策
な
の
で
は

な
い
か
。
す
で
に
対
策
を
と
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

民
に
新
た
な
税
負
担
を
さ
せ
る

こ
と
は
納
得
で
き
な
い
。
納
税

通
知
書
が
市
民
に
届
く
平
成
26

年
６
月
に
は
、
立
派
な
新
庁
舎

も
で
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
や
大
神
地
区
の
区

画
整
理
、
見
附
台
地
区
の
再
開

発
も
動
き
出
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

市
民
に
対
し
て
こ
の
増
税
を
ど

う
説
明
す
る
の
か
。

税
務
担
当
部
長　
今
回
の
条
例

改
正
と
市
民
税
の
加
算
は
、
国

が
防
災
対
策
を
進
め
る
た
め
に

制
定
し
た
「
地
方
税
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き

行
う
も
の
で
あ
る
。
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